和解合意書

甲と乙とは、本日、次の通り、円満に和解合意した。

第１条（交際の解消）

甲と乙とは、今後、交際を継続できないという結論に達したことを相互に確認し、本日限り、相互に連絡を取らないことを約束する。

第２条（和解金）

　　甲は、前条の交際解消に関し、乙に対して和解金として金○○円を支払い、乙はこれを受領した。

第３条（妊娠中絶手術）

　　甲と乙は、乙が人工妊娠中絶手術を受けることを互いに了承した。

第４条（秘密の保持）

　　本合意内容及び甲乙の交際関係は、当事者以外の第三者に一切開示しない。

第５条（清算条項）

　　甲乙間には、本合意書に定めるほか何らの債権債務が存在しないことを相互に確認した。但し、乙が妊娠中絶手術により予想できない障害、疾病を発症した場合は別途協議することができる。

以上の通り合意が成立したので、本合意書２通を作成し、甲乙各１通を所持するこ

ととした。

平成○年○月○日

甲：住所

　　氏名

乙：住所

　　氏名

注　１　妊娠中絶手術を伴う男女関係の解消に関する合意書です。できるだけ男女双方に不公平のないような和解内容となるよう考えてありますが、このような事案で傷つくのは女性であることは否定できませんので、男性としても十分な配慮が必要と思われます。

　　２　第３条の中絶手術は、本合意書を締結したとしても、法律的に強制することはできませんので、その点、ご注意下さい。女性が子供を産む権利は自然権的基本権であり処分不可能な権利と考えられるからです。本合意書は、交際解消の点について経済的な合意を行ったことを立証するための書類となります。

　　３　通常の和解場合は、第５条の清算条項について但し書きをつけることはありません。本件の場合妊娠中絶手術という特殊性を考え女性の健康保護という点から但し書きを付加しました。後日紛争を残さないというためには、無用の文言ですが、女性に手術を決意してもらう必要があればこのような文言が必要になる場合もあると予想されます。

